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学 会 だ よ り
(1)教育学部では､平成 11年度にむけて学部の改組案が次第に煮詰まってきているようで
す｡それに先立ち､平成 10年4月に､教育実習研究指導センターと教育工学センターが統合さ
れて､新たに 『教育実践捻合センター』が発足致しました.新センタ-は､教育実地研究指申部
門と教育臨床研究精神部門と教育情報研究開発部門との3部門から成り立っています.新センタ
ーーは研究が中心で､教育実習の実施に関しては､新たに設けられた 『教育実習委月会』を中心と
して､全学部的に取り組むことが決まりました｡なお,本学会腰間の黒崎東洋郎先生 (昭和49年
辛)は教育実地研究指斗部門に所属しております.
(2)本学会顧問で前岡山県中学校長会会長の富農健三先生 (昭和36年卒)は､これまでの教育
界への責軒が認められて.文部大E表FJを受賞されました.おめでとうございます｡なお､吉廉
先生には本誌の巻頭言を執筆して頂いております.
(3)岡山大学教育学部附属中学校数学科の川上公一先生 (本学会理事､昭和53年卒)､大月一
事先生 (本学会幹事)､平野圭一先生 (本学会幹事､昭和60年卒)の研究論文 『数学科における
授業ネットワークの構築』は.第9回松下視聴覚教育研究賞理事長貫を受賞しました｡受賞の対
象となった論文は.本誌に発表されております.また､上記の3先生の研究論文 『数学科におけ
るインターネットの活用』- NATⅥ-CUTSTm1Ⅷ の取楓を通して- は､小学館の第4回 ｢コ
ンピュータ教育実践賞｣価秀賞を受賞しました.また､岡山県教育弘済会の ｢平成9年度教育研
究論文｣として､大月一事先生の論文 『数学科と家庭科の合科型授業』が推薦に､平野圭-先生
の論文 『高性能電卓を中学校数学科に導入するために』が特卦 こ.川上公一先生の論文 『数学的
な見方 ･考え方のよさが実感できる学習をめざして』が入選に､入賞致しました｡大月先生と平
野先生の論文は本誌に発表されております.
(4)本学会理事の余伝 宏先生 (昭和44年卒)､糸島排太郎先生 (昭和63年卒)､岡部初江先
生 (昭和昭和48年卒)､児玉転子先生 (昭和52年卒),廉谷真治先生 (昭和61年卒)のグループ
は､平成9年度福武教育振興財団教育研究助成を受けて1年間研究を行ないました.研究テーマ
は ｢個を生かし､個に応じた学習指斗 (数学科)-オープンアプローチによる指gl方法の工
夫-｣です｡ この研究成果は,本誌に研究詮文として発表されておりますDまた､本学会理事の
川上公一-先生 (昭和53年季)と､本学会幹事の大月一事先生は､平成9年度福武教育振興財団の
教育助成を受けて､それぞれ､ 『動的に図形をとらえる教材の開発lII- 対話型図形学習ソフ
トを用いて- 』､ 『｢生きる力｣を育む付和教育のあり方- インターネットの活用を通し
て- 』の研究課題で研究を行ないました｡
(5)1997年10月25日の談話会は.本学会理事の川上公一先生 (昭和53年卒)が附属中学校出身
の高校生を対象に､｢2次関数とグラフ｣についての授業を行ないました｡引き続き.高杉早苗
先生 (昭和33年季)による 『フィリピンの教育事情について思うこと』と魔する特別計演があり
出席者に多大の感銘を与えました｡詳しくは,本学会幹事の大月一事先生による報告をご覧くだ
さい｡
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(6)次の15名の方々が新しくご入会なさいました｡敬称は省略させて頂きます｡
山本共通､鉄本絵里､有安由希絵､佐官尚宏､柴原靖彦､小林武則､黒江みどり､小原 保､
浅野静雄､児玉彰子､永井啓一､中山芳一､顔中 剛､渡辺昭典､原田功治4
(7)本学会会則第4条に 『その他.本会の目的を達成するために必要と認められる事業』を行
うことが謡われております｡その事業の一環として次の事業をしています｡
① 軍籍の発行
『新しい学力較とその評価法の開発』,坂田 注､片山英雄､松本敏和著,1997年7月1日
『中学校数学科 (図形領域)の基礎-その理論的背景-』.高橋敏雄書.1998年4月1日
これ等の香箱をご覧になりたい方は坂田先生か学会会長宛にお申し込みください｡実費で頒布
致します.
② 学力診断調査
新学力観にたつ ｢算数学力診断調査｣を､学会会員の先生のご協力のもとに19の小学校で
行なっています｡意図するところは､知識 ･技能だけでなく ｢学ぼうとする力｣｢学ぶ力｣の
原動力となる関心 ･意欲や教学的な考え方と言った面から子どもの耳数の学力の実態をとらえ
ないと､ ｢生きる力｣を主軸とした算数 ･数学教育への実現への道が開かれないと考えたから
ですO初年度は､ ｢数と計算｣の領域を中心に行ない､その集計をしているところです｡この
研究の中間報告を､本誌に研究論文として発表しています｡今後の予定として､小学校算数科
のほかの領域や中学校数字でも､学力診断調査を行ないたいと思っています｡
(8)平成11年4月に,岡山県立玉
野高等学校に.岡山県下唯一一の国際
科が誕生しますQその詳細を. 『い
まから ここから 新しい風にのれ
-其の国際人の育成を目指して-』
という標題で､玉野高等学校の三善
真先生 (昭和56年卒)に紹介して頂
きました｡中学生の進路指頭の際に
参考にして頂ければと思っています｡
(9)本学会顧問の森崎岩之助先生
(昭和33年卒､前岡山県教育委旦会
教育長)が､本学会の活動を､平成
10年5月8日の山陽新聞夕刊に､右
の記事のように紹介して下さいまし
た｡ありがとうございます｡
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学びとる学習
誓男 警 琶 芸 森崎若之助
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第 5回談話会について
第 5回談話会を平成 9年 10月25日(土)に.岡山大学教育学部の本館 4階401号教室で
行いました｡今回は ｢関数のグラフの移動｣をテ-マに,岡山大学教育学部附属中学校の川上
公一先生による模擬授強とその授業に対する研究協議を行いましたO
それに引き続き,お忙 しい中を岡山大学教育学部第6期卒業生で,本学会理事高杉早苗先生
が特別辞塀をしてくださり,研修を深めることができました.高杉先生には後の帝読会にTJご
出席くださり.個叫 こもいろいろなお話をさせていただくことができ,本当に感削 いた'/Tお
ります｡
以下,高杉早苗先生のご講演内容と構程授業等について簡単にご報告いたします=
◆ 高杉早苗先生 演題 『フィリピンの教育事情について思うこと』
フィリピンで3か月間,フィリピン大学の先生と
ゼミを組み,全国研修の場で発表するという制度に
∫ICA (国際協力事兵団)の l員として参加 したユ
教科教育が注目されているのである.ここでの体験
を通 して,日本とフィリピンの教育を比較すること
ができた｡
コンピュータの広がり,国際特許法の改正により
ソフ トだけで特許が申謂できるようになったことな
ど,社会の状況が変わってきたことにより,算数 ･
数学教育の重要性が高まった｡先の IEAの調査結l
異で,日本は第3位であったが,フィリピンは最下
位から2番目だったので ｢なんとかしなければJと
うことが,フィリピンの学者の中で合い青葉になっ
ているO
ラモス政権で重要視 していることが教育の機会均等であるが,首都のマニラでさえ 8割の
子どもしか学校に行っていないU周辺部にいくと就学率は下がっていく.｡全部の子どもが学校
へ行ったら収容 しきれないというのが現状である｡市内でもほとんどの学校が午前午後の2郵
授業で対応 している｡受け皿が少ないのである｡
算数数学教育の問題点は.現場の先生がスピー ドと正確さを強調するように,結果主義が横
行 しているO私は,ゆっくり考える思考力や表現力が大事であると思う｡私たちが見た授業で
ち,はじめから終わりまで分数の計算ぽっかりの授業であった｡問題学習はあるが,問題解決
学習がないのである｡閉居を出して説明をし.後は練習問層をするだけである｡そして,学習
に系統性がないので,子どもの力がつきにくい(.このあたりのことをフィリピン大学の先生と
議倫 したが,語学力が壁となり細やかなニュアンスが伝わらなかったOそこで,模擬授業を示
しながら私が表現したいことを伝えた｡
もう1つの教育の問題は,やはり吉葉である｡請来が思考を助けるのである｡言葉には大き
な役割が2つある1つはコミュニケーション.もう1つは思考の原点であるO(豊かな語費を
持っている子どもが思考も豊かだ｡確かな舞兼をもっている子どもが思考も確かだo)算数 .
- 日3-
教学でも言葉に気を付けなければならない｡フィリピンの子どもたちは･平素はタガログ語だ
が,学校では英語であるO例えば,算数を腰材に英簿を学習するという具合で･言葉が先行し
ていないので算数の内容が並列していたり-後から言葉がついていくという具合なので,思考
力や表現力が伸びないと思うO確かさを常に先生は追い求める必要があるo
算数 ･数学の内容と指導方軌 こころの- の3つに話し合いを進めたo算数 ･数学は人間
の知恵のかたまりのような学問だから,そこには-人間の賢さすぼらしさがいっぱいある｡よ
さを感 じさせたい｡指斗目標をしっか｡持たなければならないoフィリピンに札 日本の指導
要領にあたるものはあるが,指斗の具体化の手だてになるものがないO教科事も十分な配布が
できていないし,教育情報も不十分である｡先生が子どもの考えを引き出そうとしなければな
らない.だからこそ指導目標が大切である｡
○ 足し算の指斗例をもとに,そこにひそむ井救 ･数学のよさの説明
○ フィリピンの教科昔の引き算の例から･場面理解が少なく･すぐ計算練習に入ってい
るので日本の教科苛を比較し,日本の教科平のよさの説明
○ トピック学習の連続では創造力がつかないa 創造とは経験の再構成であるd経験の確か
さがその基本となる｡基礎基本.領域が大切になる0
0 5年生の平行四辺形の摘草の開頭点を問われたとき･r量と測定｣咽 形｣の教材が混同
していて,系統性がないので既習事項が生かせないと説明したoよさを実感させるため
には流れがなければならない｡
フィリピンで紹介 した高杉先生の指導案
(外発的動機付けから内発的動機へ,本当に子どもの立軌 こたった授業とは)
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小中の指導要領を英訳したものが日数敏から出ていて,これが役に立った｡なぜなら一言
一句調べながら英文を読んだからである｡また,基礎 ･基本を生かす教育を.しっかりしないと
思考力や表現力は育たないと思う｡(基準点の例をもとに)
フィリピンの子どもたちは,とても明るく生きる力をもっているO決して物乞いはしない,
例えば,自動車の'7ロン トガラスを拭いて駄賃をくれという具合である｡自分のことは自分で
する,自己昇任が大変強い0人のせいにしないのである｡環境は整っていないが.学びたいと
いう気持ちも強い｡日本は学びたいところである｡そういう子どもたちを見ていると,いいで
すね｡英階のできる人は,ぜひJICAに参加してください.
◆ 川上公一先生の ｢2次関数とグラフ｣の模擬授業
関数 y-f(x)のグラフは､ y=f(x-p)+ qと操作することによって,平行移動できるこ
とを理解することをめざした授某でした.
1次関数の移動をもとにして,2次関数の
移動の意味を考えさせましたぅそして,そ
れをさまざまな関数にまで拡張し一般化を
図ろうとするものでした｡
生徒の主体的な活動の中で,自由に関数
のグラフを移動させてy-f(x- p)1q
という式とグラフとの関係を考察しました｡
こういった活動を支えるためには,テク
ノロジーが有効に作用するのではないかと
いう控案がなされました｡使用したテクノ
ロジーは,範示用として GraPesというグラフソフト,生徒の扶題追求用に TI-92という高性能
電卓を40台使用しました. y-x(xなどという関数も出てきて高校生だけでなく.参加され
た会員の方々も興味を持って取り組んでいました｡授業の記免をビデオにとっていますのでご
希望の方はお知らせください.
今回の釈話会では横瀬授弟に先立ち,投薬に参加 した高校生に対して.教育学部の曽布川先
生により教育学部の見学およびパンフレットを使ったガイダンスが行われました｡大学の構内
に足を踏み入れることが初めての高校生たちは.目をきょろきょろさせながら歩いていましたa
ガイダンスでは曽布川先生が普段の講義さながらに岡山大学の概要をユーモアたっぷりと説明
されました｡
(幹事 附属中 大月 -秦)
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いまから ここから 新しい囲rZのれ 一貫の国情人の育成を目指して-
⊥岡山県立玉野高等学校国幣科-
1.はじめに
平成 11年度,岡山県では初,県下唯-の国防科が,本校に誕生します｡囲瞭科開設ま
で 1年を切 り.準備も大詰めにさしかかってきましたO国際人,国際感覚など,最近当た
り前のように使われている国際という言葉｡しかし,この言集を高等学校の教育目標の基
軸として据え付けたとき,我々はどのような教育実践ができるのか｡時間との戦いの中で,
約 1年と半年,我々の研究と議論は続けられました｡『常に吹いている世界の風』『はばた
け世界のステージへ』をキャッチフレーズとしながら,入学 してきた生徒が本当に国隙の
風を感 じられる学校 ･学科づ くりを目指 して,今年度も研究は進められています｡今回は,
このパピルスの紙面をお借 りして,国際科設帯に至った経緯と本校国際科の教育内容につ
いて紹介 したいと思います｡
2.国際科設置決定までの経緯
本校は,長年にわたり,地域の皆さんより絶大なる信頼を得て歩んできましたoLか し,
昭和59年に玉野市内に新型タイプの高等学校が新設され,それを機に入学して くる生徒
層が徐々に変動してきたのです.我々は,この実態を謙虚に受け止め,学力検討委員会.
学校行事等検討委員会など,さまざまな委貝会により本校の目指す新たな方向性を研究･
検討してきました｡また,地域に根差した教育活動を目指 して,平成 5年度から2年間,
学区の中学校の先生方との共同研究である｢中 .高連携教育の在 り方に関する研究番兵｣に
も取 り組んできました｡平成6年4月には,本校の新たな方向性を求めて,新ビジョン検
討委員会を設置し,本校の現状分析にとりかか りました｡その結果.普通科の使命ともい
うべき進路保障が,まだまだ充分でないことを確認し,①現在の生徒をどう育てるか,②
本校の未来像をどうするか,の2大課題に取 り組むこととしました｡
岡山県においても,普通科の中学区制への移行に伴い,普通科の特色化,個性化が叫ば
れ,平成 8年度より2年間,｢普通科の特色づ くり推進事業｣の具体的な研究が行われま
したDこの推進事業は,本校にとって,これまでの課題の検討を継続 し,結論を出す絶好
のチャンスでした｡
①の在校生対策としては,1本の柱として,多様化する生徒の個性 ･適性 ･能力を活か
した進路指導に取 り組むことにしました｡そのためには,それぞれの生徒の進路希望にマ
ッチした教育課程 (本校では進路目的別教育課程という)の編成が必要であると考え,節
しい教育課程を作成 し,昨年度より実施 していますDまた,もう1本の柱として,特別活
動の活性化に取 り組むこととし,部活動 ･生徒会活動の活性化に力を注いでいます｡
②の本校の未来像については,生徒一人ひとりを大切にし,｢生きる力｣へとつながっ
ていく学校づ くりを目指すこととしました｡新 しい学力観の中で,｢学力｣のとらえ方も
変化 し,｢学ぶ意欲｣｢学ぼうとする力｣の育成がどの学校でも課題となっていますが,本
校も例外ではありませんo我々は,生徒一人ひとりが主体的に学習に取 り組める授業を展
開し,進学後も自ら学問を追求し,研究に取 り組める生徒の育成を目指して,新 しい学科 ･
コースの新設に向けて研究を始めましたD
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21世紀を展望するとき,現在進行 している国際化 ,情報化は更に進み,科学がよ り
高度に発達 した社会が到来 します｡そこに生きる人たちは,変化の激 しい社会に対応 し,
たくましく生き抜いていく資質を身につけていかなければな りません｡また,玉野市は盈
要港湾都市であ り,米国グロスター市,韓国統曹 (とんよん)市,中国九江 (きゆうこう)
市と友好都市縁組をするなど,小さな国牌都市を目指 しています.三井造船玉野事業所を
通 じて外国人が来玉することも多 く,玉野市に住む外国人も少なくあ りませんQこれら時
代的背塀と地理的環境から,本校に国隙科を設置することは,本校の特色づ くりとしてふ
さわしいという結論に達 しました｡
我々は,次に示す ｢国際科がめざすもの｣にあるような趣旨で,国隙科の教育目標 を
とらえ,広い視野と豊かな国陣感覚を持ち,主体的に行動する人材の育成を図るならば,
国際科は,生徒の新学力観としての ｢学力｣と ｢生きる力｣を育てることで,学校全体の
牽引力となるり,併せて,玉野市に国襟科を持つ高等学校を設置することが.地域の活性
化につながると考えました｡我々は,このような流れから国際科の設置を強 く希望し,平
成 9年5月,岡山県教育委員会に対 し ｢国跡科設置に関する要望杏｣を提出 し.文教委貞
会,県韓会を経て国防科 2学級(全県学区)の設置が決定されました｡
3.国際科のめざすもの
宍照ですq,r国際人JとはとfLな人?
あまり難しく考えないでください｡どんな人とでも,柏手の立場を考えて.思いやりをもって話
ができる人.そんな人はみんなの中にもたくさんいると思います｡日本人であってち,外国人であ
っても.『国籍』 『人種』 『文化(吉葉 .生活習慣など)』『年齢』など.みんな一人一人違った歴
史や文化を持ち.一人一人遭った環境のもとで生酒をしています｡お互いのことをよく知り.お互
いを認め合い等璽しなから維とでも交流しようとする人は.外囲に行ったことかなくても.英Di吾か
しゃべれなくても.もうすでに ｢国際人｣なのです｡後は,ほんの/iALの勇気を持つこと,そして
自分を信じること｡自分の思っていることを思い切って柏手に伝えることができれば荒壁です｡
どれでは ｢画餅耐｣はどんな科
上でお話ししたように国際人となるためには.拍手を理解しようとする力(聞く力)と自分の思っ
ていることを伝える力(話す力)が必要です｡最近とさとさ耳にする 『コミュニケーション能力』と
言われるものです｡国際科では.色々な人との交流をしてい<授業や小人数での会話を中心とした
授業かあり,国際人としての碁碓となるコミュニケーション能力を授業を適して身につけます｡そ
して,会話する道具として ｢英緬｣や ｢コンビュ-タ｣を使っていく授業.柏手を理解するために
外国や日本の歴史や文化について学習する授業もあります｡特にtg界共通棺としての英頭の授業は
たくさんあります｡
これは,本校が中学校 3年生に配布する温情 『catch the New Wind!』の一部です.
我々が国際科で何を指導 しようとしているのか｡国際科に入学して くる生徒に何を求めて
いるのか｡いや,何を求めて入学 してきて欲 しいのか｡説明することの難しさを痛感 して
います｡
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我々が,国際科の教育目標を考え始めたときの課題は,国際人として必要な資質は何
か,ということでしたDさまざまな議論の結果,次の3つを資質として教育目標を考える
ことにしました｡
① 日本 や外国の文化 や伝 統 に対 す る基 礎的な知識 ･理解
② 現 代の国際社会 に主体 的 に関わ ろうとす る態度
③ 受信 ,発信 ,その両面 か らな るコミュニケ ーシ ョン能力
以上の資質の向上を目指 して,国際科は,教育課程の編成,学校行事の検討を行っていく
こととし,上記の資質に最小限の修飾語(鋭明)をもって国際科の教育目標を決定 しました｡
国際科の教育目標
l 日本 と外国の文化 ･伝統を正 しく理解 し,これを尊重することので きる,
広 い視野 と豊かな国際感覚を載 う｡
Ll 国際社会において主体的に行動できる態度 を養 う｡
‖ 自分の考 えや意見を表現できるさまざまなコミュニケーション能力を養 う｡
《補足税明》
目付 lに関して
･当然のことながら知姐 ･理解の穫絹を目指すことも含んでいる｡
目樽 Ilに恥してね
･主体的な.IBよ.行地力,生きる力などの那書l二は.体験学習･国瞭交流を一手段
とする0
日槽Llに関して
･さまざまなとは.音譜だけにとらわれない,例えば,コンピュータの活用,身体
表現なども含んでいることを示している｡
･コミュニケーションとは,情報の受信･発情双方向を含み.1対多.1対 1など
あらゆる場合を想定するo
この教育目標を実現するために,我々は,教育課程の研究.新しい教科 ･科 目の開発,
学校行事の検討を行ってきました｡その中で,上記の資質をもっと根底で支える大切なも
のがあり,それが国情理解教育の主流の考え方であることを知 りました｡それは,人間等
重と自己理解であり,国際科だけでなく学校教育の中では当然指導の原点になければなら
ないものでした｡
自分たちと違った文化や歴史を持った人々と交流をするためには,自分たちと逼った
立場の人々を理解 し,言葉を交わしながら,ともに成長していこうとする心が必要です｡
県外にすでに設置されている国隙科を持つ学校において,ボランティアなどについて考え
る時間を設けているのも,このあたりに理由かあります｡人種,国籍,歴史,文化,年齢.
生活環境に至るまで,さまざまな点で自分と巽なる多くの人々とふれあい,交流していく
中で,自己を理解 し,自分の存在価値を自覚 し,自分が大切に思える(自尊感情の育成)よ
うになること｡これが,国際理解教育の原点であると,我々は考えています｡そのような
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機会を,できる限り多くの授業や行番の中に設けるにはどうすればよいのか｡その原点を
実現するために必要な3つの資質の育成は,どのような教育実践によってなされるのか｡
我々の研究は,まだまだ始まったばかりですが,以下に具体的なカリキュラムなどを紹介
していきたいと思います｡
4.国際科のカ リキュラム
前にも述べましたが,国塀科は岡山県では初めての設置となりますO今までに設置さ
れている国聯コース,国障類型を持った普通科と専門学科である本校の国隙科の最も大き
な通いは,カリキュラムでなければなりません｡県外にすでに設置されている図倍科を持
つ学校を見るとき,国障科と名が付いている英語科,国際科と名が付いている特進的な普
通科は,看板に偽りありと生徒が感じたとき.よほど高い進学実蹄を上げるなど別の面を
持たない限り.地域や中学生から見放されていきます｡
我々は,色々な角皮から検討し,議論を丘ねた結果,其の国防人の育成を目指すとい
う意味で.看板に偽りのない国特科カリキュラムの作成をを決意しました｡またそれは,
我々が育てようとしている生徒健,人間像を社会が求め,もちろん大学も求めているはず
であり,我々の教育をしっかりと受け止めてくれた生徒には必ず進路保梓をしてやれるは
すだという,信念と期待の入り混じったものでした｡国特科カリキュラムの作成にあたっ
ては,既に述べた国特科の教育日将を実現するために,
･外国商に関する専門科目と国防理解に舛する専門科目を2本の桂とする｡
I1年次から国防科を実感できるよう.1年次からバランス良く専門科目を配置する｡
･人文科学 ･自然科学の両面から国防理Hに迫れるよう理系科目の遭択も可能にする｡
･専門科目で学習した内容を,.課思研究に集約させる｡
･大学人拭センター拭験に対応できるものとする｡
といった.より具体的な作成方針を立て,各学年での学習活動を次のとおり位置づけるこ
ととしましたO
第 1学年 国際科で学ぶための興味 ･関心を喚起 し.学習に対する動機付けをす
る｡また,3年間の学習の基礎となる学力をつけさせる｡このことを
意識 した教科 ･科 目を配置する｡
第 2学年 国隙的視野を広げる知識習得の学年と位置づける｡国際社会の変化や
日本社会の国際化,日本文化.言語を含めた諸外国の文化などを学び,
情報を収集 ･発信できる能力.英語においては話せる ,書けるといっ
た表現能力が習得できるような教科 ･科目を配置する｡
第 3学年 1年 ･2年で積み重ねてきた園特的なものの見方 .態度をもとに.さ
らに個の興味 ･関心に応 じて各自の課題を深める教科 ･科 目を配置す
る｡
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このようにして次に示す国特科カリキュラムができあがりました｡全員が履修しなけれ
ばならない専門科目は3年間で34単位あり,遇択によっては最高42単位の履修が可能
とな ります｡本校が教育目標実現のために独白で開発をしているものは.全員履修科 目で
は ｢スピークアウトく仮称)｣｢国瞭社会と人間(仮称)｣｢国防社会(仮称)｣｢課規研究｣の4
科目で8単位となっていますCまた,本校に開設を予定 している専門科目は.岡山県が独
自に設置している科目をはじめ,開発までしないまでもほとんど全ての科目に検定教科杏
はなく,教材の通定.年間指斗計画の作成など開設後の授業の準備に追われています｡常
に吹いている国防の風を授業で実現していくためには,専門科目ばかりでなく普通科目に
おいても研究は必要であり,指斗法の工夫などが必要となります｡数学の指耕法で何かよ
い知恵がありましたらお教えください｡
国障科カリキュラム
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専門科目の構成
5･特色ある科目紹介-スピ-クアウト(1年,英語)一
紙面に限 りもありますので,本校国防科の即 勺科目の中から,本校が独自に開発をし
ている科目スピークアウト(仮称)を栢介します･なれ 県教育委員会と内容について検討
中の科目ですから,今後名称変更も含め変更の可能性があることをご東知置きください｡
1 日標
自己表乳 及び他者とのコミュニケーションのための基礎を育成し,自分の考えを積
極的に英語で表現する態度を養う｡
2 内容
ア 言語活動
(ア)英語による多くの自己表現活動を通し,英語で相手と意思疎通ができるため
のステップを措辞する｡
(イ) 自分の身の回りの事柄について防すことから始めて,最終的に日本の風物 ･
習慣等について英給で表現できるようにする｡
イ 言語材料
言語活動については,原則として.中学校の言語教材及び高等学校の言行教材の
うちから目標を達成するのにふさわしいものを適宜用いて行わせる｡なお,言缶
材料は現代の標準的な英語によるものとする｡
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3 内容の取 り扱い
ア 学校及び生徒の実態に応じ,低学年において履修させること｡なお,国際科にお
いては,基礎科目として,原則として 1年次に履修させること｡
イ 英語学習の4領域のうちの特に ｢話す｣の指導に焦点を当て,自ら積極的に英語
を話そうとする姿勢を身につけさせる｡
り 年間指導計画については,別に定める教科 ｢国昨(仮称)｣に関する科目との関連
を考慮の上作成し,系統的に自己理解.地域理解,文化理解を指導するものとす
る｡
ェ 授某はALTとの共同授糞の形で行い.使用言語は英括のみが望ましい｡
オ 各課の指導においてはベア或いはグループでの精勤を藍視し,ディスカッショ
ン ･発表 ･スピーチ等の活動を通して自己表現能力を養う｡
4 年間指導計画例
1学期 (12過)
!*手元タイトル * タイトル <文体> 指 叫 内 容 . 表 現
2 Aーm StudyingEnglishT<会話>ー 英語学習に関する事項の説明等
3 HーBVeBe8nStudyingEncli6h‥.<会話> 英語学習に関する事項の説明等
4 lWantToBcA"く会許> 将来の夢 .希望の表現
5 lWasBornln1985.<槌革> 自分の出生に関する事柄等の表現
6 Hi.MyNamcJsMakoto.<随筆> 他者 (外国人)の理解
7 ｣8tMelntroduceMys8lf.<自由作文> 自己紹介のまとめ
10 lTake8SubjectsThはYear. 教科 .科 目.及びそれ らの内容の紹介<会話>
llOurSchoolMottois"く説明> 学校の成 り立ち .校風等の紹介
2ー ManyClubslnOurSchoot<説明> 部活動の紹介
14 HighSchoolStdslnJapan 日本の高校生の様子の紹介/
く説明> 外国の高校生との比較
15LetM○lntrOduceMySchool, 自分の学校の紹介のまとめ
-122-
2学期 (14週)
印 単元 タイ トル 課 タイ トル 指 導 内 容 . 表 現
2学期ー4過 3LetMe 16MyBrothcrfs13YearsOld.<随筆> 自分の家族の簡単な紹介
17TheManRcadingStht6MyL , .<駈革> 家族の活動の簡単な紹介
18WeSpcndOurWeekends-i叩 家族の休日等における活動の紹介
IntroduceMyFamly く随筆>
19MyGhndpar○ntcAreHeJLJthy.<随革> 家族の全般に関する説明
20PouILivesJnCafifornia. 他者 (外国人)の家族の様子の
<随革> 理解,及び比較
2ー LetMelntroduceMyFzImHy.<自由作文> 家族の相介のまとめ (表現)
4LetMe ∫一nrodUce 22OkayarnaPrf.lBLOca■tedtn… 自分の県の位冠 .主要産業 .人口
く説明> 等の紹介
23OurSchooHslnTheBinJnDi6triく鋭明> 学校が所在する地域の紹介
4TJlmanOlsFamousFor…(1) が住んでいる地域の位置 .主
MyTown 説明 要産業等の締介
25T4rnan○l6FarnouBFOr..(2) 自分が住んでいる地域の位置 .主
<配明> 要産業等の細介
26Bird-man,Kokichi 自分が住んでいる周辺地域の主要
3学期 (9凋)
朋 単元 タイ トル 課 タイ トル 指 串 内 容 ∴ 表 現
3学期9過 4 LetMc 27l'veBeenLivinglrlTarTIJnOCity 外 国人か ら見て のその地域 の様
JntroduceMyTown <随畢> 子.及び感想28LctMelntroduc8MyT○wn, 自分が住んでいる地域 (町)の
<自由作文> 紹介のまとめ
5 LetMe 29JapanLiesAtTh一EndOfAsia.<鋭明> 日本の位置,産業 .人口等の縮介
30Traditi○nafJapaneseHou6eS 日本の伝統的な住 まい .風習等の紹介<説明>
31WeJapaneseLルeOnRic8.<鋭明> 主食であるお米に関する紹介
32SportBAreVElryPOpular 日本で人気のあるスポー ツ .芸能
IntroduceJanpan <随筆> 等に関する紹介33EverybodySpeakCJJP且∩eSeln単一言語使用,ひ らがな,カタカ
JPN<仕草> ナ,漢字等について
34JPN ls A Vey nーtcre6ing ら見ての日本の様子,及
Country<随革> び感想
35LetMclntrOduceJapLn.<自由作文> 日本の紹介のまとめ
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6.国 際科 の 学校 行事
本校は,国際科設置の年度か ら,普通科 6学級,国喋科 2学級の募集とな りますO国博
科の設置が良い意味で普通科にも影響を与え,学校全体が活性化 してい くことを願ってい
ますが,なんといっても本校の母体は普通科の 6学級です｡国防科は,専門学科ですから,
普通科 とカリキュラムが適 うのは当た り前ですD しか し.同じ玉野高校の生徒であ りなが
ら,参加する学校行事が大きく異なることは良 くないことだと考えています｡もちろん国
隙科を持つ学校 として,国隙理解やコミュニケーション能力の育成に関わる学校行事を計
画 し,ボランティア活動など人間理解や地域連携につながる括動を推進 してい くことは大
切なことですoそこで,我々は,普通科 と国障科の関係を次のように位置付けることとし
ました｡
･学校全体の特色として,国簡理解教育を推進 してい く｡特 に授兼の中でも国防理
解に関わる学習ができるのが国特科である｡
･普通科抜.進路 目的別教育部穫によ り,個性 ･適性 ･能力に応 じた頼型を選択 し,
進路 目的に合わせた捜兼を行う｡教科によっては,習熟度別学習による小人数授
業を実施するが,拍串方法は従来の普通科の措辞方法と大きく適わない｡
･国特科は,国防科の教育課程により,授業の中においても国際理解のための学習
を行 う｡措辞方法においても,体験,発表などの精勤を多 く取 り入れ,国防科の
教育 目棟実現に向けて,特色ある授業が展開される｡
･学校行事については,国防科単独の学校行事吐できるだけ少な くし,国特科主催
の学校行事にも普通科の生徒がさ加できるように配慮する｡
以上のような方針のもとに,検討 した結果,国昭科主催の行事 として,次のような行事を
実施することが決定 しています｡
国隙科単独の行事
国際理解セミナー (1I2年,11月)
国際科の 1年生と2年生が合同で行う1泊2日の宿泊研修です｡2年生をリーダ…とした 1･2
年合同の小グループによる涌動を中心とし,グル-7'で創造的な活動を行ったり.2年生が海外研
修の体験などをもとに1年生にアドバイスしたりしますo国際理解に関する講演 ･研修などもあり
ます｡
課題研究論文発表会 (3年,11月)
国際科の生徒が2年 ･3年と履修する課鹿研究の授業のまとめとして,研究の成果を発表しますd
課題研究とは.各自が興味を持っている団曝理解に関するテーマを決め,約 1年間かけて担当の先
生の指斗を受けながら論文にまとめる浸集ですd
国際科 主催の行事 (普通科の生徒も参加できる行嘉)
海外研修 1(1年,3月)
英語を話す力を身につけることを目的とした,3週間程度の英語牌への活字研修です｡英会話力
のレベルアップに的をしはったプログラムで,確巽に成果が上がる研修にしたいと考えています｡
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海外研修 Il(2年 J 7月)
異文化理解を目的とした,4-5日程度のアジ7-の研修旅行です｡選択科目ではありますが,本校では中
国静を学習する機会がありますので,第1侯補を中国として現在研究中です｡
掠国際科の生徒については.海外研修 Iまたは海外研修口のどちらかに参加することを原則としています.普
通科の生徒については,情州へのスキー 排撃旅行がありますO
韓これらの行書の他にも,生徒会が主催する玉高弟(文化弟･体育朱)なとの多くの学校行事があります｡
7.国際科と払(数学)一雑感一
私事 ですが,今年度は ｢国際科準備室｣という仕事を与えられま した｡いろいろな場面
で ｢国特科の準備を担当 しています｡｣と言うと,｢教科は英語ですか ?｣と間かれますD
｢いいえ｣ と答えると,｢では,社会ですか?｣と返って来ます｡ どうやら,国防と数字
は一般的には結びつかないもののようです｡これは数学だからというよ りは,国博という
イメージから文系をイメ-ジする人が多いからだと思います｡
私も以前はそうで した｡ しか し,そんな私を大きく変えたのは,平成 8年の歪に日数教
の長崎大会で常習会に参加 し,新学習指導妥鎖における数字教育の見方 ･考え方について
多 くの講演を聞いたときで した｡玉野の町には,港があるから国防コース ?玉野の町には.
工紫高校などの理系の学科を持つ高校がないから理数コ-ス ?学校のなかでも,どちらの
方向に進んで行 くのか悩んでいる時期で した.講習会に参加 しながら.漠然 としたもので
はあ りますが,数学教育 と国際理解教育は相いれないものではないと感 じ.玉野高校に国
際理数コースを作 ってみてはどうかと.テキス トにメモをしたのを覚えています｡その後.
校内でいろいろ議論を重ねた結果,塵初にできたモデルは,国際理数 コースと国瞭人文コ
ースを両方持つ普通科で したD
平成 9年 3月,県に対 して我々の考え方を知ってもらうためには,少 しでも具体的なモ
デルがいるという話にな り.みんなが出 し合 って くれたアイデアをもとに,数字(臥)と化
学の何故か理系の二人組みが,モデルの作成を担当することにな りました｡今は,時間,
お金,人など現実的な制約の中での仕掛で大変な部分もあ りますが,その時は何の制約も
な く,自分たちの思いと理想だけで全てのことが決まっていきます｡｢学校 を作 るという
ことが,これほど楽 しいものだとは思いませんで したO｣ という相棒の言葉が今でも記憶
に残っています｡このモデルは,中学生の段階で,理数,人文の連択をさせるよりは , 逮
択科 目の設定で入学後に対応できるようにした方がよいのでは,という県のア ドバイスに
よ りボツとな り.現在の形へと移行 して行きました｡
以上のような流れの中で,国際から足が抜けな くなって しまい.少なからず後悔 してい
る私ですが,国障理解教育についていろいろ知れば知るほど,新学習指導要領において数
学教育の目指 しているものは,我々の国際科が目指 しているものと似ていると思えてきた
のですo数学教育において,観点別評価項目であ り,授業 目標の設定の基準となっている
項 目は,｢関心 ･意欲 ･態度｣｢枚挙的な考え方｣｢表現 ･処理｣｢知識 ･理解｣であ りますo
これを本校国際科の教育 目標に置き換えてみると,
知識･画圃 教育目樺 Ⅰの ｢日本や外国の文化 ･伝統 を正 しく理解 し - ･｣臥 国防
理解のために基礎 となる知識 ･理解の獲得を目指すが,数学的な考え方ができるため
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に必要な知識 ･理解の獲得と考えれば同じ発想になります｡
関心し 意欲 ･態度 教育目標Ⅰの ｢国際社会において主体的に行動できる態度を育てる
こと｣で,国情社会を数学教育に変えれば,そのままです｡
ョン能力の育成｣そのものです｡
学的な考え方 国博理解教育にあっては,人間尊重,自己理解などの国際理解にアプ
ローチして行 くときの基本的な姿勢に置き換えられます｡
となります｡もちろん,数学教育と国際理解教育は同じものではありませんo私は,其の
国際理解教育とは,そこに生徒がいて,その生徒が国際社会の中でどう生きて行こうとし
ているのかを,授業を通 してともに考えて行ける教育であると思っています｡その国際理
解教育と数学教育が,指導自縛の構成の仕方,生徒へのアプローチの手法において,同 じ
流れを持とうとしていることが,おもしろくもあり,興味深い事実でした｡
私は国際科準備の仕事をしながら,つい数学教育と比較をしてしまいます｡そんな中で,
特に私が興味を覚えたのか,表現する中身と手段(道具)の関係です｡我々は国際科の授糞
の中に多 くの英語科目を配置しました｡もちろん,英語を通しての国隙理解教育の実践と
いう意図もありましたが,世界共通語としての英語,表現する道具としての英語を身につ
けることは意味があるという発想がそこにはあります｡コンピュータについても同じですO
コンピュータが使えることは,表現する手段を手に入れたのと同じことです｡要は,これ
らの手段を使って何を表現しようとするのかだと思います｡さて,数学の世界で,表現手
段として威力を発揮しているものは,座標を用いた表現だと思います｡私たちは,図形を
座標の上に乗せてやることで,図形の複雑な状況を青菜や式で伝えることができるように
な りました｡しかし,これに頼 り過ぎて,図形を扱っているときに,図形を見ないで式ば
か りを見ていることはないでしょうか｡図形でも,ベクトルでも,何でも乗せてしまい,
上手に表現してくれる座標の持つ素晴らしさを伝えることも大切ですが,その上に乗って
いるものの持つ本質(性質)をしっかりと見ることにも注意を払いながら指導して行かなけ
ればと思っています｡
とても長い雑感になってしまいましたが,最後にお願いをして終わりにしたいと思いま
す0本佼図時科の目標に治った数学の授業とはどのようなものかo何か良いアイデアがあ
りましたらお教えください｡問題解決がオープンであってよいのなら,指導法もオープン
にしてはと.生徒に指導法の選択をさせてみる｡などと,とんでもないことを最近思った
りしていますが,国際科の生徒にどのような形で数学を教えることがベストなのか悩んで
お ります｡どうか岡山大学算数 ･数学教育学会の皆さんの知恵をお貸しください｡
8.おわ りに
今回,玉野高校国際科を紹介することになり.国際科設置に向けて我々が考えて来たこ
とを並理することができました.開設まで後わずかとなり,解決しなければならない課題
も多く大変ですが,中学生のみなさんが魅力を感じ,国際科で学んでみたいと思える学科
を作っていきたいという思いで,教職員一丸となって準備を進めていますQ今後とも,玉
野高校国際科を見守っていただければと思いますC (昭和56年率 三善 英)
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